
                   

               

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
古
来

の
「
潮
（
汐
）
湯
治
」（
し
お
と
う
じ
）

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
浜
療
養
を
取
り
入

れ
た
「
海
水
浴
（
う
み
み
ず
ゆ
あ
み
）」

を
推
奨
す
る
三
人
の
医
者
が
い
た
。
長

与
専
斎
、
松
本
順
、
後
藤
新
平
で
あ
る
。

長
与
は
鎌
倉
に
「
鎌
倉
海
浜
院
」
の
計

画
を
立
案
し
、
後
藤
は
『
海
水
功
用
論
』

を
書
く
な
ど
、
海
水
浴
を
通
し
て
国
民

の
健
康
と
公
衆
衛
生
を
普
及
す
る
と
い

う
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し

彼
ら
の
思
い
描
く
海
水
浴
は
、
現
在
の

わ
れ
わ
れ
の
海
水
浴
と
は
だ
い
ぶ
感
覚

が
違
っ
て
お
り
、
海
で
遊
ぶ
と
い
う
よ

り
、
健
康
増
進
の
た
め
に
海
水
に
浸
か

る
こ
と
を
広
め
よ
う
と
活
動
し
て
い
た
。 

  

ほ
ど
な
く
、
逗
子
で
も
海
水
浴
の
光

景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

だ
が
、
逗
子
海
岸
で
の
「
海
水
浴
」
を

紹
介
し
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

土
方
歳
三
ら
新
撰
組
の
活
躍
を
描
い
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逗
子
の
海
水
浴 

 



た
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
『
燃
え
よ
剣
』

の
中
に
は
松
本
順
（
良
順
）
の
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。 

       
 

松
本
順
は
軍
医
総
監
を
退
任
後
の
明

治
十
八
年
、
関
東
で
最
初
の
海
水
浴
場

を
大
磯
に
開
設
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
松
本
が
逗
子
海
岸
に
も
海

水
浴
場
を
ひ
ら
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

し
か
し
な
が
ら
松
本
順
が
逗
子
の
海
水

浴
場
を
ひ
ら
い
た
と
い
う
記
述
は
他
の

資
料
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

『
逗
子
市
史 

通
史
編
』
に
よ
る
と
、

逗
子
海
岸
が
海
水
浴
に
適
す
る
と
唱
え

た
の
は
、
軍
医
石
黒
忠
悳
（
い
し
ぐ
ろ

た
だ
の
り
）
ら
で
あ
っ
た
。 

明
治
二
十
年
頃
、
石
黒
は
海
水
浴
場

の
条
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

          

    

ま
さ
に
逗
子
海
岸
は
海
水
浴
場
の
条

件
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
。 

医
師
で
あ
る
石
黒
や
松
本
ら
が
推
奨

し
た
、
治
療
や
健
康
増
進
の
た
め
の
「
海

水
浴
」
は
そ
の
後
、
横
須
賀
線
の
開
通
、

別
荘
地
避
暑
地
の
発
展
と
と
も
に
外
国

人
や
富
裕
層
に
広
ま
り
、
そ
の
後
は
医

師
た
ち
の
思
惑
と
は
違
っ
た
方
向
で
、

レ
ジ
ャ
ー
や
夏
の
遊
び
と
し
て
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
。 

  

 

    

 『
逗
子
と
三
浦 

鳥
瞰
図
』 

海
水
浴
場
の
宣
伝 

・
・
・
海
水
浴
を
最
初
に
奨
励
啓
蒙 

し
た
人
で
、
た
し
か
逗
子
だ
っ
た
か 

に
は
じ
め
て
海
水
浴
場
を
ひ
ら
い
た
。

当
時
の
日
本
人
は
、
海
で
泳
い
で
遊 

ぶ
な
ど
は
奇
想
天
外
な
こ
と
と
し
て 

い
た
。 

 

１
海
遠
浅
に
し
て
急
深
な
き
海 

２
貝
類
少
く
し
て
足
に
創
を
受
る 

處
な
き
海 

３
藻
類
少
く
し
て
海
虫
の
栖
息 

す
る
こ
と
少
き
海 

４
泥
土
不
潔
な
ら
ざ
る
海 

５
荒
磯
凸
凹
甚
し
か
ら
ざ
る
海 

６
大
河
の
河
口
に
灌
ぐ
な
く
し
て 

海
水
淡
す
ぎ
ざ
る
海 

７
近
く
に
小
山
又
は
樹
林
・
寺
社
等 

あ
り
て
散
歩
に
便
な
る
所 

８
飲
料
水
の
良
好
な
る
所 

（『
逗
子
市
史 

通
史
編
』
よ
り
） 

 



            

明
治
二
十
二
年
六
月
横
須
賀
線
が
開

通
し
逗
子
駅
が
開
業
す
る
と
、
逗
子
海

岸
脇
に
、
海
軍
を
退
い
た
丸
富
次
郎
が

高
級
旅
館
「
養
神
亭
」
を
開
い
た
。
そ

の
頃
か
ら
「
海
水
浴
」
は
し
だ
い
に
庶

民
に
も
浸
透
し
て
い
き
、
明
治
三
十
一

年
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
は
、
旅
館
も
民

家
借
り
（
夏
期
借
家
）
も
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。
し
か
し
逗
子
海
岸
の
観
光
客

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
鎌
倉
な
ど
に
比
べ

る
と
ま
だ
ま
だ
充
実
し
て
い
る
と
は
い

え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
明
治
四

十
五
年
七
月
二
十
一
日
、
逗
子
最
初
の

「
海
水
開
き
」（
海
開
き
）
が
行
わ
れ
る
。 

逗
子
町
が
観
光
事
業
に
本
腰
を
入
れ

始
め
た
の
は
大
正
十
五
年
頃
か
ら
で
あ

る
。
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
、
駅
前

に
荷
物
預
か
り
所
を
設
け
、
海
岸
の
援

助
船
に
加
え
、
飛
び
込
み
台
、
い
か
だ
、

土
俵
な
ど
の
遊
具
の
設
備
、
救
護
所
、

簡
易
食
堂
、
警
戒
用
電
灯
も
設
置
し
た
。

昭
和
三
年
に
は
観
光
客
向
け
に
、
町
役

場
に
よ
る
観
光
案
内
書
『
逗
子
案
内
』

や
観
光
地
図
『
逗
子
と
三
浦 

鳥
瞰
図
』

も
発
行
さ
れ
、
民
間
に
よ
る
宣
伝
に
加

え
、
町
を
挙
げ
た
観
光
客
誘
致
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

            

逗
子
海
岸
に
多
く
の
観
光
客
を
呼
び

寄
せ
た
大
き
な
理
由
に
鉄
道
省
（
後
の

国
鉄
、
現
在
の
JR
）
の
「
海
の
家
」
が

あ
る
。
昭
和
四
年
開
設
の
「
鉄
道
省
海

の
家
」
は
、
海
水
浴
客
向
け
に
、
休
憩
、

脱
衣
、
荷
物
の
保
管
、
温
浴
設
備
が
備

え
ら
れ
た
施
設
で
あ
っ
た
。 

鉄
道
省
「
海
の
家
」 

 

停
車
場
よ
り
逗
子
本
通
り
に
出
て 

十
字
路
を
右
折
し
て
東
郷
橋
を
渡 

り
逗
子
海
岸
東
郷
浜
（
新
宿
海
岸
） 

出
づ
。 

右
に
大
崎 

浪
子
不
動
は
突
出
の
中
央
に
あ
り
。 

左
に
鳴
鶴
ヶ
崎
、
鐙
摺
城
を
眺
め
。 

前
は
遠
浅
に
し
て
水
清
く
波
静
か 

な
る
海
水
浴
場
な
り
。 

（『
逗
子
案
内
』
逗
子
海
岸
よ
り
） 

  

鉄道省「海の家」 逗子市立図書館所蔵 



           

翌
昭
和
五
年
、
湘
南
電
気
鉄
道
（
現

在
の
京
浜
急
行
電
鉄
）
も
養
神
亭
裏
に

「
海
の
家
」
を
開
設
し
、
集
客
に
拍
車

が
か
か
っ
た
。 

 

昭
和
八
年
、
逗
子
の
海
の
家
で
は
夕

涼
み
客
の
た
め
の
夜
間
の
営
業
も
行
う

よ
う
に
な
る
。
又
京
浜
方
面
か
ら
の
カ

フ
ェ
ー
の
出
張
店
（
森
永
・
明
治
製
菓

ほ
か
）
の
営
業
も
開
始
さ
れ
、
神
奈
川

県
内
の
海
水
浴
場
の
中
で
も
よ
り
遊
興

的
な
海
水
浴
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。
当

時
カ
フ
ェ
ー
の
出
店
に
、
風
紀
上
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
い
う
地
元
住
民
の
反
対

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
集
客
に
よ
る
地
元

飲
食
店
へ
の
利
益
も
生
ま
れ
、
逗
子
町

の
振
興
と
海
水
浴
場
の
発
展
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
も
の
へ
と
な
っ
て
い
く
。

観
光
と
風
紀
の
問
題
は
現
代
に
も
そ
の

ま
ま
あ
て
は
ま
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊ 

現
在
の
逗
子
海
岸
は
１
３
４
号
線
が

開
通
し
（
昭
和
三
十
九
年
）、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並
び
、
か
つ

て
の
面
影
を
失
っ
て
い
る
も
の
の
、
石

黒
ら
が
喧
伝
し
た
遠
浅
で
波
の
穏
や
か

な
海
は
、
ハ
ー
フ
マ
イ
ル
ビ
ー
チ
と
し

て
老
若
男
女
、
多
く
の
観
光
客
で
今
も

賑
わ
っ
て
い
る
。 

《
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『
明
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大
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史
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史
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司
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司
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ｲ 

『
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説
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ﾏ

2 

『
図
説
明
治
事
物
起
源
事
典
』 

湯
本
豪
一
著 
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大
人
二
十
銭
、
小
児
十
五
銭
と
し
、

東
京
、
上
野
、
新
宿
、
新
橋
、
品
川
、

横
浜
の
各
駅
で
乗
車
券
と
と
も
に
入 

場
券
を
購
入
し
た
場
合
は
運
賃
が
各 

五
銭
安
く
な
る
割
引
も
設
定
し
て 

い
る
。
七
月
一
〇
日
か
ら
九
月
一
五 

日
ま
で
開
設
さ
れ
た
。 

こ
の
年
の
入 

場
者
は
大
人
三
万
五
九
四
二
人
、
小 

児
九
六
〇
〇
人
で
、
合
わ
せ
て
八
六 

二
八
円
の
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。 

（『
海
水
浴
と
日
本
人
』
畔
柳
昭
雄
よ
り
） 

 


